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研究成果の概要（和文）：本研究では、私が十数年間行なってきた、語彙拡散による英語史上の

音韻、形態、統語、意味、語彙変化の研究を、複雑適応体系に内在する基本原理である淘汰、

自己組織化、相転位、頑強さ、ネットワークの観点から統合した。（１）動的方言論と複雑適応

体系、（２）語義体系とスモールワールドネットワーク、（３）S 字曲線を辿る変化、加速的拡

大効果及び語の頻度、（４）曖昧性と頑強性という構成のもと統合的に研究を行い、語彙拡散に

よる変化が言語進化の基本的機構であることを論じた。著書 Language Evolution and Complex 
Adaptive System として、Peter Lang より 2011 年出版予定である。 

 
研究成果の概要（英文）：I examined mechanisms of lexical diffusion in phonology, morphology, 
syntax, semantics, and lexicon in the history of English from a global perspective of 
complex adaptive system.  Interesting principles have been proposed in an attempt to 
provide an underlying, unified theory of complex adaptive system.  These include, 
selection, self-organization, scaling of parameters, robustness and networks of 
connections.  I discussed that lexical diffusion is the fundamental mechanism of language 
evolution from the following perspectives: (1) dynamic dialectology and complex adaptive 
system, (2) small-world networks of the lexicon, (3) S-curve progress, snowball effect 
and word frequency and (4) ambiguity and robustness.  I will publish a book Language 
Evolution and Complex Adaptive System from Peter Lang in 2011. 
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１．研究開始当初の背景 
物理学、生物学、経済学などの分野では、複
雑性(complexity)という学際的観点から研

究が行われてきた。複雑性に関する最も基本
的な概念は、行為者(agent)の局所的な係わ
り合いが発達して、全体的、包括的な体系を
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生み出すという点である。そして多くは適応
性を示す体系を生み出す。複雑適応体系
(complex adaptive system)に内在する基本
原理として、淘(selection)、自己組織化
(self-organization) 、 相 転 (phase 
transition)、頑強性 (robustness)、ネット
ワーク(network)などがある。このような観
点からの研究は、歴史言語学の分野ではこれ
までほとんど行われていない。本研究では、
これまで私が十数年間行なってきた、語彙拡
散(lexical diffusion)による英語史上の音
韻、形態、統語、意味、語彙変化の研究を、
複雑適応体系に内在する基本原理の観点か
ら統合した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、私が十数年間行なってきた、語
彙拡散による英語史上の音韻、形態、統語、
意味、語彙変化の研究を、複雑適応体系に内
在する基本原理である淘汰、自己組織化、相
転位、頑強さ、ネットワークの観点から統合
した。次の（１）から（４）までの構成のも
と、統合的に研究を行なった：（1）動的方言
論と複雑適応体系、（２）語義体系とスモー
ルワールドネットワーク（small-world 
network）、（３）S 字曲線を辿る変化、加速的
拡大効果及び語の頻度、（４）曖昧性と頑強
性。 
 
３．研究の方法 
（１）動的方言論と複雑適応体系 
言語拡散過程、つまり言語淘汰による変化及
び言語ゲームによる変化の拡散過程と、社会
的ネットワークの関係を英語史上からのデ
ータとシミュレーションに基づいて調査し
た。シミュレーションをすることで、多様な
現象の背後にある法則を明らかにすること
が可能となり、言語変化の拡散による複雑適
応体系をより明確にすることができた。 
 
（２）語義体系とスモールワールドネットワ
ーク 
WordNet からの名詞 114648 語、動詞
11306 語、Thesaurus of Old English 
(TOE)からの名詞 18265 語、動詞 7161 語
について、同義語、多義語、頻度、
hypernym、初例および最終例の年代を盛
り込んだ database を完成させた。 
 次に単義語に多義語が加わることによ
り、語義間の意味が緊密になるスモール
ワールドネットワークが形成されること
を明らかにするため、上記 database に基
づき、TOE、WordNet の名詞および動詞の単語
間の距離と群を形成する単語数を、単義語の
みの場合、単義語に多義語を加えた場合につ
いて計量、分析した。 
 更にスモールワールドネットワークと語

の頻度との相関関係を調査した。 
 
（３）S字曲線を辿る変化、加速的拡大効果
及び語の頻度 

英語における文法化を言語の起源にまで遡り

、言語の進化という枠組みの中でその全体像

を研究した。文法化を引き起こすのは人間が

生来持った能力であり、これは人類以外の認

知能力にまで遡ると考えられる。このような

能力の顕現として、英語史上の動詞的範疇(

時制、相、法、態)、名詞的範疇(格、性、冠

詞)、語順の発達、複文の発達の中に文法化を

探った。 

 更に膨大なOE, ME, EModE, PresE のコー

パスを用いて文法化と語の頻度の相関関係を

探った。 

 

（４）曖昧性と頑強性 

前頭葉前部は連続的関係、結合的関係を司る

重要な機能を担い、その注意喚起機能、意図

機能が言語処理に用いられる。言語の連続的

、結合的関係は、表象によるコミュニケーシ

ョンがその基盤にあり、表象を習得するには

概念との関係のみならず、他の表象あるいは

概念とのおびただしい数の関係を学ぶ必要が

ある。英語史上のデータに基づき、このよう

な前頭葉前部の機能と動詞の多義性及び中央

埋め込み文の示す曖昧性の関係を探り、語順

進化はこれらの知覚上の曖昧性を回避するた

めに生じたことを実証した。 

 
４．研究成果 
（１）動的方言論と複雑適応体系 
①機能的、社会的影響が弱いほど、言語変化
の拡散過程に及ぼすネットワーク構造の影
響が大きくなる。 
②機能的、社会的影響が強いほど、言語変化
習得は範疇的となり、機能的、社会的影響が
弱いほど、言語変化習得は確率的となる。 
③限られた領域内では、変化に関わる人口数
の大小に関わりなく、変化の速度は一定であ
る。 
 
（２）語義体系とスモールワールドネットワ
ーク 
①データに基づき、単語間の距離と群を形成
する単語数を測定し、単義語に多義語が加わ
ることにより、語義間の意味が緊密になるス
モールワールドネットワークが形成される
ことを明らかにした。スモールワールドにな
る度合いは WordNet より TOE のほうが高く、
多義語と同義語の相互関係により決定され
ることを統計的に示した。 
②語の頻度が高い程、語の意味数は多く、語
彙の樹状構造のより上部を構成し、この構造



は歴史的に頑強であり、スモールワールドネ
ットワークの基盤となることを実証した。他
方、起源が新しい語であればある程、単義語
が多くなり、頻度が低くなり、樹状構造の周
辺部を構成する。 
③個々の単語のレベルからさらに進めて語
義全体の中でのスモールワールドネットワ
ークの研究は、これまでほとんど解明されて
いない人間の脳神経のスモールワールドネ
ットワークを解明する鍵となることを示唆
した。 
 
（３）S字曲線を辿る変化、加速的拡大効果
及び語の頻度 
①文法形態素、つまり機能語、屈折語尾は語
彙語幹に由来し、時代と共にますます多くの
文法化された形態が累積し、言語はますます
複雑化する。 
②最も重要なのは、古英語での回帰的埋め込
み文の出現と、その結果生じた VO 語順であ
る。それにより、節の談話的構成から厳密な
統語的構成への変化が起こり、それと共に進
行形、完了形、未来形、助動詞の迂言的用法、
迂言的 do、定冠詞が生じた。 
③文法化が起こるのは頻度の高い語であり、
多くの場合本来の内容語の意味も保持して
いる。そして文法化は話し手による頻度の高
い内容語の隠喩的な意味変化により引き起
こされ、文法化が起こる語と共におこる頻度
の高い単語から除除に使用が拡大する。 
 
（４）曖昧性と頑強性 
①英語のような SVO の語順を示す言語では、
動詞 Vは多義性を示すことが多く、目的語 O
に起こる名詞とのあらゆる結合を考慮する
ため、Vの位置で一時的な意味の曖昧性が生
ずる。他方、日本語のような SOV 語順を示す
言語では、目的語が動詞の前に起こることか
ら、動詞の意味の曖昧性が起こることはない。
従って言語が誕生した折の語順は動詞の意
味に曖昧性の起こらない SOV 語順であったこ
とを明らかにした。 
②Hauser et al., “The Faculty of 
Language: What is it, who has it, and how 
did it evolve?” (Science 294, 2002)では
回帰性(recursion)は人間の言語のみにある
と主張する。これに対して本研究では、関係
節にみられる回帰性は、歴史的には並列文か
ら発達し、それが一般的機能である階層性に
よる配置により生じたものであることを示
し、その過程で曖昧性の原因となる中央埋め
込み文が回避され、OV 語順から VO 語順が生
ずることを明らかにした。 
③前頭葉前部は連続的関係、結合的関係を司
る重要な機能を担い、連続的、結合的関係が
複雑であればあるほど、前頭葉前部への負荷
が大きくなる。このような負荷により生ずる

曖昧性を排除するため、語順進化は起こった
ことを主張した。 
 

 以上の成果は International Conference 

on English Historical Linguistics, 

International Conference on the Evolution 

of Language, Seminar on Language, 

Cognition and the Brain の国際会議で発表

し高い評価を受け、会議の選集論文集に掲載

された。また著書 Language Evolution and 
Complex Adaptive System として、Peter Lang

より 2011 年出版予定である。 
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